
1 

 

会 議 録 

会議の名称 令和３年度 第２回 栃木中央地域会議 

開催日時 令和３年５月２０日（木）１８時３０分開会～１９時５６分閉会 

開催場所 キョクトウとちぎ蔵の街楽習館 １階 大交流室   

出席者及び欠席者氏名 別記１のとおり 

事務局職員職氏名 別記１のとおり 

その他出席者等 別記１のとおり 

会議事項 別記２のとおり 

会議の公開又は非公開の別 公開 

傍聴人の数 ０人 

その他必要事項 なし 

会議の経過（議事の要旨） 別記３のとおり 

 

--------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------------- 
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別記１ 出席者及び事務局 

 

○出席者  

会 長 古澤 利夫     副会長 岡田 真由美 

委 員 五十畑 文子    委 員 大栗 利夫      

委 員 大塚 昌峰     委 員 小倉 治雄     

委 員 下枝 順子     委 員 杉戸 洋 

委 員 高橋 正行     委 員 中村 絹江  

委 員 野口 邦子     委 員 林 美佐子  

 委 員 堀越 元樹     委 員 松本 真由美 

 委 員 水越 房代     委 員 村田 弘子 

                  以上 １６名 

      

○事務局 

【地域振興部】 

 加茂 浩史（地域政策課長） 

鈴木 健司（地域政策課副主幹） 

 関口 智 （地域政策課主査） 

 関根 光里（地域政策課主任）  

 

○その他出席者 

なし 
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別記２ 会議事項（議題及び会議結果） 

  

１ 開 会 

 

２ 会長あいさつ  

 

３ 連絡事項 

 ・栃木市立地適正化計画の策定について（都市計画課） 

 

４ 議 事 

① 地域予算提案事業の説明 

 

② 今年度の中央地域会議の進め方について 

 

③ 地域課題の共有 

         

５ 連絡事項 

次回の開催予定について  

  ６月１７日（木）午後６時３０分～  

キョクトウとちぎ蔵の街楽習館 １階 大交流室  

 

６ 閉 会 
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別記３ 会議の経過（議事の要旨） 

 

発言者 議題 ・ 発言内容 ・ 決定事項 

会長 

 

 

 

事務局 

 

会長 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

 

 

会長 

 

委員 

 

 

会長 

 

委員 

 

 

事務局 

 

 

  

 

 

 

 

① 地域予算提案事業の説明 

 

事務局より説明をお願いします。 

 

【資料１、資料２により事務局が説明】 

 

説明ありがとうございます。何か質問はございますか。 

 

【質問なし】 

 

質問がないようなので次の議事に進みます。 

 

② 今年度の中央地域会議の進め方について 

 

事務局より説明をお願いします。 

 

【資料３により事務局が説明】 

 

説明ありがとうございます。何か質問はございますか。 

 

会議の進め方について、事前に委員から意見を聞いたうえで、会議当日にいくつ

か提案をして貰った方がスムーズに進行できると思います。 

 

この後の議案で、次回の会議の検討の準備を行う予定となっています。 

 

毎年、交通事故防止対策事業の予算として４０万円程かかっているようですが、

令和５年度までの事業予算の枠は６７０万円で良いのでしょうか。 

 

交通事故防止対策事業は６年間の継続事業として提案されたものですが、令和４

年度でちょうど６年目となるため、令和５年度以降必ずしも実施する事業ではな

いため、１年分の４０万円のみあらかじめ予算の枠を確保しておく必要がありま

す。 

栃木中央地域の地域予算提案事業の予算の枠は令和４，５年の２か年で約７１０

万円ですので、そこから令和４年度の交通事故防止対策事業の４０万円を除いた

６７０万円の予算を活用して、令和５年度に実施する地域予算提事業の検討を行

っていただきたいと考えています。 
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委員  

 

 

事務局 

 

 

 

 

委員   

 

 

 

会長 

 

 

事務局 

 

 

会長  

 

 

 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

令和４年度は交通事故防止対策事業のみ実施して、令和５年度に残りの予算を全

て充てた事業を実施するということですか。 

 

令和４年度に交通事故防止対策事業の他に事業の実施も可能ですが、事業提案の

〆切が１０月になるため、今から検討を行って１０月までに結論を出すのは困難

であるため、事務局として資料の通り令和５年度に６７０万円の事業提案をする

スケジュールを提案させていただきました。 

 

７月に現地調査を行って課題を発見するとなっているということは、課題の発見

には必ず現地調査が必要ということなのですか。 

例えば、交通事故防止等の課題の場合に調査する場所があるのですか。 

 

物によってはあると思います。例えば、カーブミラーや飛び出しの注意が必要な

場所などは現地調査が必要であると考えます。 

 

次の議案の地域課題の共有にて、それぞれの課題を共有したうえで、次回の会議

で現地調査の場所について検討していただきたいと考えています。 

 

それでは、次の議案に進みたいと思いますが、資料３のスケジュールについては

よろしいですしょうか。 

 

【異議なし】 

 

それでは、今後は資料３のスケジュールで１年間進めたいと思いますので、よろ

しくお願いします。 

 

③ 地域課題の共有について 

 

議題③についてはワークショップ形式で進めますので、皆さんご協力をお願いい

たします。進め方については事務局より説明をお願いします。 

 

ワークショップにより、委員の皆さんが抱える栃木中央地域の課題について、地

域会議内で共有していきたいと思います。 

課題について共有していくと、必然的にどこの何が課題であるという話が出てく

ると思いますが、先程意見をいただいたような特定の場所がない課題を提案でき

ないということではありません。 

 

【ワークショップについて事務局が説明】 
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事務局 

 

会長 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

委員 

 

 

委員  

 

 

委員 

 

委員 

 

委員 

 

委員 

 

委員 

 

 

 

 

 

 

１．４人ずつ４テーブルに分かれる 

２．各テーブル内でそれぞれが感じている課題について意見交換する 

３．各テーブル内で話し合った中で、印象に残った課題を、１人ずつ全員に対し

て発表する 

 

会長から順番に１人ずつ、発表をお願いします。 

 

街中に空き地が点在しており、スポンジ化が懸念されること。 

子育て世代の横のつながりが希薄なこと。 

警察署跡地の利用が決まらないこと。 

子どもの遊び場の建設が進まないこと。 

等が課題だと感じます。 

 

学校の周辺に様々な看板が立っているが、どこに何の看板があるか把握されてい

ないこと。 

公園の整備がされていないこと。 

等が課題だと感じます。 

 

少人数でのそれぞれの活動はあるが、子育て世代の横のつながりがないことが課

題だと感じます。 

 

中央地域は広すぎて、何を課題にしたらよいのかわからない。 

川の水位が上がった時に、逆流してしまうことが課題だと感じます。 

 

中央小の通学路に歩道がないことが課題だと感じます。 

 

市内の街道の案内がないことが課題だと感じます。 

 

新興住宅の自治会内のコミュニケーションがないことが課題だと感じます。 

 

駅前が殺風景で、親切な雰囲気が感じないことが課題だと感じます。 

 

駅前が殺風景で、ロータリー周辺が寂しいこと。 

学生が多いのに、駅から高校（栃木女子高）に向かう道に歩道がなくて危険なこ

と。 

栃木駅周辺に休憩する場所がないこと。 

駅前に図書館の返却場所もないこと。 

等が課題だと感じます。栃木市は全体的にホスピタリティが足らないと思いま

す。 
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委員 

 

委員 

 

 

 

 

 

委員 

 

委員 

 

 

 

委員 

 

 

 

 

会長 

 

 

 

事務局 

 

 

 

会長    

 

 

事務局 

 

委員 

 

 

 

 

 

事務局  

蔵の街観光館の多目的室が使えないことが課題だと感じます。 

 

育成会がないと近くの子供のネットワークや多世代のネットワークがなく、災害

等の際に情報共有ができないことが課題だと感じます。 

育成会等がなくなっており、横の繋がりを持つことができなくなっています。育

成会の役が大変等の理由で入らない人がふえているので、負担がない子育て世代

のつながりが必要なのではないかと思います。 

 

栃木の城址公園が活用されていないことが課題だと感じます。 

 

親の都合で育成会に参加できない子どもが増えていることが課題だと感じます。 

役が負担で育成会を退会する人も増えてきているので、それをどう増やすかが今

後の課題だと思っています。 

 

第二公園の大型遊具が使用できない状態で放置されており、子どもたちが遊べる

遊具が足りないことが課題だと感じます。 

中央地域内に河川カメラが３箇所設置されているのですが、認知度が低いので皆

に知ってもらいたいと思っています。 

 

皆さんの意見を聞くと、どの課題も重要に感じますが、提案事業の予算の限度も

ありますので、意見を聞きながらどの課題を取り上げるか決めていきたいと思い

ます。 

 

次回の会議で実際に現地調査に行く場所を決めたいと思いますので、宿題として

今回の意見を参考に、実際に行きたい場所を提案できるように準備をお願いしま

す。 

 

次回の会議開催の通知に、今回の意見をまとめたものを同封してもらいたいで

す。それを資料として、次回の会議に参加してもらいたいと思います。 

 

承知しました。 

 

先程、課題として上がったものの中で、すでに栃木中央地域の地域予算提案事業

が実施されているものがあると思います。例えば、栃木城址ではＨ２９年度に「栃

木城址の魅力再発見事業」が提案されています。 

ということは、先程の課題の中にはすでに事業化されているものもあるので、こ

れまでの事業を参考に各自精査を行うということですか。 

 

仰る通り、既に課題に対して事業が提案されているものもあります。しかし、課
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委員 

 

 

事務局 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

委員 

 

 

委員 

 

 

会長 

 

 

 

事務局 

 

 

会長 

 

 

題に対して、すでに事業が提案されているから、もう検討を行う必要がないとい

うわけではありません。課題によっては別の形で事業展開していくことも必要だ

と思います。 

 

第二公園の遊具が足りないことが課題であるとありましが、Ｈ３０年度の「公園

遊具整備事業」でどのような事業を行ったかは事務局で示してくれるのですか。 

 

「公園遊具整備事業」で整備したうえで、現状足らないと課題を感じているわけ

ですので、そういった点をまさに現地調査で確認する必要があるのだと考えま

す。 

すでに行っている事業で、課題の解決に繋がっているのかを現地調査等を踏まえ

て判断してもらったうえで、不足していると思えば違った方法の事業を提案する

必要があるのだと思います。それですので、現状においては、すでに事業提案さ

れている課題であっても、議論の俎上から降ろす必要はないと思います。 

そうは言っても、今回上がった課題全てを現地調査できるわけではないので、こ

れから絞り込みを行って現地調査に行く場所を決めていただく必要があります。 

 

現地調査は日中に行うため、当初のスケジュールを変更せざるをえません。そこ

で、日程を先に決めていただきたいと思います。 

平日はお仕事がある方も多いと思いますので、候補としては土曜日が挙げられる

かと思います。実際、２年前にも現地調査を行いましたが、その時は土曜日の午

後から実施しました。 

 

グループに分けて、それぞれ都合のよい時間に現地調査を行ったらどうでしょう

か。 

 

仕事がある方もいるので土曜の午後に、一堂に会して回った方が良いと思いま

す。 

 

皆さんで現地を見ていただいて、共通認識を持ってもらった方が良いと思いま

す。 

移動はどうするのでしょうか。 

 

現状はコロナによる規制があるので、３台程度の車に分譲して乗車していただく

必要があると思います。 

 

日程としては７月１７日（土）でいかがでしょうか。 

 

【異議なし】 
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事務局 

 

会長 

それでは７月１７日（土）の午後ということで予定をお願いします。 

 

以上で本日の議事は終了となります。 

 

 


